
町の世帯と人口
（8月1日現在・住民基本台帳）
（ ）の数字は前月比

・世帯数　10,377世帯  (+39) 
・人口　　25,181人　   (+32)
  男 12,502人（+8）   女 12,679人（+24）

あなたの「声」をきかせてください

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
直
接
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た（
２
・
３
頁
）。
様
々

な
意
見
・
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
那
須
町
に
対
す
る
真
剣
で

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
場
と
し
て
貴
重
な
機
会
で
す
。

夢
あ
る
未
来
の
た
め
一
緒
に
那
須
町

を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　

米

「
恐
竜
た
ち
は
、
迫
力
が
あ
り
美

し
く
て
す
ば
ら
し
い
生
き
物
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
表
現
し
た
恐
竜
く

ん
（
33
頁
）
。
恐
竜
く
ん
は
６
歳
で

恐
竜
に
興
味
を
持
ち
、
16
歳
で
カ
ナ

ダ
に
単
身
留
学
し
た
そ
う
で
す
。

私
に
は
、
幼
児
が
２
人
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持

ち
、
学
ん
で
い
く
子
ど
も
た
ち
。
遠

く
な
い
将
来
、
「
夢
に
向
か
っ
て
進

み
た
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
と
き
、
そ

れ
が
ど
ん
な
夢
で
も
応
援
で
き
る
親

で
あ
り
た
い
。　
　
　
　
　
　

飯

34
頁
の
「
カ
フ
ェ
蕾
さ
ん
」
は
先

日
黒
田
原
夏
祭
り
で
偶
然
立
ち
寄
っ

た
お
店
で
、
気
さ
く
に
声
を
か
け
て

く
れ
た
オ
ー
ナ
ー
夫
妻
に
ひ
か
れ
、

ど
ん
な
お
店
を
営
ま
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
興
味
が
沸
き
、
取
材
を
申
し

込
ん
だ
。
飾
ら
な
い
人
柄
だ
が
、
自

分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
着
実
に
夢
を
実

現
し
て
い
る
姿
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
。

取
材
後
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
充
足

感
に
心
が
満
た
さ
れ
、
い
つ
の
時
代

も
「
出
会
い
」
は
大
切
に
し
た
い
と

改
め
て
感
じ
た
。　
　
　
　
　

髙
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　厄を除けよ嵐避けよと獅子は舞い
　　　　　　高き秋空稲穂の実り

筆者　前那須歴史探訪館 館長

齊藤 宏壽 先生（湯本在住）
今月のひとこと

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
お名前と連絡先とともに下記までお寄せください。

那
須
宗
重
の
妻
の
一
件
が
、
解
決

す
る
と
と
も
に
、
往
来
人
と
領
民
の

失
踪
事
件
は
急
速
に
鎮
ま
っ
た
。
時

が
移
り
、
鳥
羽
天
皇
が
譲
位
し
崇
徳

天
皇
の
時
代
に
な
る
と
、
那
須
地
方

に
は
し
ば
し
平
穏
が
訪
れ
る
。

し
か
し
、
宝
延
三
年
（
一
一
三

七
）
九
尾
の
狐
は
再
び
活
動
を
始
め

る
。
父
母
や
妻
子
、
兄
弟
、
縁
者
な

ど
が
次
々
と
殺
さ
れ
、
泣
き
悲
し
む

者
が
岐
に
満
ち
た
。
人
々
は
昼
で
も

戸
を
閉
め
、
往
来
に
は
人
無
く
、
生

活
の
営
み
が
消
え
た
。
那
須
宗
重
は
、

つ
い
に
、
狐
退
治
の
加
勢
を
朝
廷
に

訴
え
る
。

公
卿
た
ち
は
衆
議
し
た
結
果
、
安

房
国
（
現
千
葉
県
）
の
三
浦
介
義
純

と
、
上
総
国
（
現
茨
城
県
）
の
上
総

介
廣
常
を
大
将
に
任
じ
て
、
節
刀
を

賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
騎
馬
五
〇
騎

と
、
士
卒
、
列
卒
七
千
五
百
人
、
計

一
万
五
千
人
の
官
兵
を
授
け
た
。

し
か
し
、
武
力
だ
け
で
は
と
、
密

か
に
危
ぶ
ん
で
い
た
三
浦
介
は
、
あ

る
夜
、
霊
夢
の
中
で
、
諏
訪
明
神
か

ら
白
木
の
弓
と
鷲
の
羽
根
の
征
矢
を

授
か
る
。
同
夜
上
総
介
も
又
、
日
頃

信
心
の
高
良
明
神
か
ら
大
身
の
槍
を

授
か
っ
た
。

朝
廷
は
又
、
安
倍
泰
親
に
対
し
、

九
尾
の
狐
の
、
空
飛
ぶ
術
を
封
じ
よ

と
の
宣
旨
を
下
し
、
三
百
人
を
与
え
、

一
足
早
く
、那
須
野
へ
と
出
立
さ
せ
た
。

三
浦
介
、
上
総
介
両
将
は
、
犬
を

狐
に
見
立
て
た
狩
り
の
調
練
「
犬
追

い
も
の
」
を
行
っ
た
後
、
旗
指
物
を

風
に
翻
し
、
刀
槍
を
日
に
閃
か
し
な

が
ら
都
を
進
発
し
た
。

九
月
、
安
倍
泰
親
は
、
那
須
野
で

那
須
宗
重
と
対
面
し
、
修
法
の
場
を

九
良
神
山
の
高
台
に
設
定
す
る
。
三

浦
介
、
上
総
介
も
那
須
野
に
到
着
し

勢
揃
い
を
す
る
。
一
番
に
は
赤
旗
、

二
番
に
は
槍
二
千
筋
、
三
番
に
は
幕
、

四
番
に
は
犬
千
疋
、
五
番
に
は
大
太

鼓
百
、
六
番
に
は
法
螺
貝
三
百
、
七

番
に
は
鉦
三
百
が
、
列
を
な
し
て
居

並
ん
だ
。

那
須
宗
重
は
直
ち
に
、
那
須
野
ヶ

原
の
中
央
に
、
三
浦
介
、
上
総
介
そ

し
て
自
分
の
陣
を
設
置
し
た
。

「
殺
生
石
」物
語
考

「
殺
生
石
」物
語
考

物
語
の
概
略
20

あ   

べ  

の   

や
す  

ち
か

あ   

べ  

の   

や
す  

ち
か

お姉ちゃんたちにか
わいがられて、わんぱ
くに育ってます。 

平成３０年
  　５月１日生
父 母光晴さん あかねさん

衛人くんは…

く
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え い と

（上町）

大金
 衛人
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